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三 田社 会 学 第2号(1997)

奥井復太郎の都市社会調査 と未完の都市研究

川 合 隆 男

(1)は じめに

 1996年12月 末に出版社の大空社 とご遺族の方々の ご協力を得て山岸健 さん,藤 田弘夫 さ

ん・小生 との共監 修で 『奥井復太郎著作集』(全9巻)の 刊行 にこぎつ けえたことは幸いな

ことであった。1997年 は,奥 井復太郎(1897.11.21-1965.2.16)の 生誕百年の年にあた り,ま

た没後30余 年も経過 していることになる。

 著作集は第1巻 ・社会思想論,第2巻 ・社会政 策論,第3巻 ・都市論(1)(都 市史 ・都市社

会学),第4・巻 ・都市論(2)(都 市社会調査),第5巻 ・都市論(3)(現 代 大都市論),第6巻 ・都

市論(4)(商 店街研究 ・国土計画論 ・戦時都市論),第7巻 ・都市論(5)(戦 後都市論 ・都市 と

文学),第8巻 ・国民生活論 ・教育論 ・その他,そ れ に別巻(追 悼,思 い出,解 題,履 歴,

著作 目録 など)よ り構成 されてい る。 この うち第4巻 ・都市論(2)に 収録 され た奥井の都市

社会調査についての 「解題」は,小 生が担当 してお り,『 別巻』に収め られているので ご

参照いただきたい。

 今回の著作集の編纂にかかわって感 じるこ とは,都 市研究を中心にそこに刻み込まれた

奥井の倦むことのない旺盛な研究活動 と執筆 活動である。奥井の都市研究,な かで も都市

社会学の試みは,そ の先駆者の試み一一さま ざまな模索,挑 戦,遍 歴一一の例にみるよ う

に,当 初か ら定立 されている学問 ・研究分野 での研究活動ではなく,さ まざまな研究遍歴

のなかか ら自ら開拓 していったものであった。

 しか し,奥 非の著作集の刊行が一段落 し,い ま現にその著作集を手元であらためて読み

直 してみて・考えた ことは次のようなことで あった。小生も含めて,奥 井の都市社会学 を

めぐるこれ までの位置づけや評価 は,主 に 『現代大都市論』(1940年)を 中心に 「一貫 して

独 自の研究 と調査 をお しすすめ」たわが国の先駆的な都市社会学の展開,戦 前の都市社会

学の 「ひ とつの到達点」,と して位置づける ことが多かったが,そ れ らは研究史上の位置

づけに留ま り奥井の都 市研究の内容 とそれ らの展開その ものについての丹念な再考察は今

日まで試み られないままではないのか,と い うことである。奥井は,旺 盛な研究活動を試

みつつ も,戦 局がますます厳 しくなってい く状況で 「学生局主任主事」をつ とめつっ,

「研究」 「教授」 「学生指導」の三本建の仕 事をめ ぐって煩悶 し, 「自分は元来,研 究的

な人間だ と思 っている」, 「……教授 と指導 と研究の三本建でみれば研究が一番適 して い

ると思 う」 と書いた自筆 原稿 「或る仕事感一一 自己の場合」(1943年)を 残 してい る(『 著

作集』第8巻 所収)。 戦後にな ると学部長や塾長,国 民生活研究所長など数多 くの要職を も

経験 し・ 自らの研究活動や著作活動をいまいちど顧みる間 もな く,急 逝 して しまっている。
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それに加えて,わ れわれの勉学や研究関心も時代 とともにあまりに も忙 しく,こ れまで の

業績や先達 の足跡を いとも気軽に 「過去」のもの(あ るい はい とも易す く 「ポ ス ト……」

な もの)と して くくり, 「新」 と 「旧」 との線引きを してはいないだろ うか。

 ここでは,奥 井の都市研究を 「未完の都市研究」 とい う視点か ら,再 考察が試み られ る
べきいくつかの点を覚 書きとして(極 めて片寄った思い込み と評 され るか もしれないが)考

えておきたい。

(2)奥 井復太郎の都市社会調査

 著作集第4巻 に収め られた主に1933年 頃か ら1939年 頃までの奥井の都市社会 調査に関 し

ては,前 述のように 『別巻』にその 「解題」 を書いたので,こ こでは少 し異なる観点か ら

奥井の都市社会調査の特徴を考えてみたい。

 奥井の都市社会調査を調査研究 として発表 論文の形でみれば, 「大都市に蝟集する知識

階級 に就いての統計」(1933年)あ た りか ら始まって, 「工場地帯」 「盛 り場」 「大都市生

活圏」 「都心地形成」 「学生生活調査」 「学 生街」 「大都市近郊」などについての具体的

な諸調査をこころみて いった一方で,他 方で は 「大都市研究の基本調査に就て」(1935年)

「地域的社会調査に関する若干考察」(1936年)な どの都市社会調査論,調 査方法論に関す

る論稿 も残 している。高野岩三郎 らによる内務省衛生局 『東京市京橋区月島に於 ける実地

調査報告』(1921年),山 口正 『都市生活の研 究』(1924年),今 和次郎 らの考現学の試み,

戸田貞三 『社会調査』(1933年)な どの近代 日本社会調査史上の展開期を経つつ,戦 時下へ

の動きのなかで奥井の都市社会調査は,都 市社会学の構想 と都市現象の実証的な解 明とい

う基本的な視座を もって繰 り広げ られていった。今 日の社会調査に比すればい まだ素朴で

単純なものといえるもの もあるが,個 々の具体的な調査それぞれが型にはまった調査では

な く, 「個」 と 「全体」についての奥井の着想,奥 井の想像力豊かな創意工夫に満ちた調

査の試みであ り,し かも当初の既存統計や調査資料を再利用 した統計調査か ら,鎌 倉町調

査(1937年)に み るよ ううに自らの実地調査 を試みていった。 このよ うな奥井の社会調査 の

展開に関 して過去の調査 として くくって しま うのではな く,急 速に変貌 しつつある今 日の

都市状況にあってなおも,広 く社会的構想に関 して も,調 査方法論上で も,ま た調査過程

論上で も,再 考察すべ き点が多いのではなかろ うか。

 同僚の社会学者加田哲二は,奥 井復太郎を評 して, 「都市社会学の奥井復太郎氏,氏 は

現在,米 国流のフィ ール ド・ウォークを独力で実 行 しよ うとす る熱心家である」(『 三 田

新聞』1936年5月8日 付)と していたが,戦 局の厳 しい戦時下において も,ま た戦後にお い

ても,社 会観察や社会調査への関心,そ の さまざまな試みは衰 えることはなか った。 『現

代大都市論』(1940年)以 後の諸調査にあたる学生調査,商 店街研究, 「幼少年工」の作 文

を通 じてみた生活状況調査,戦 後にな ってか らの都市学会や国民生活研究所の関連で試み

られた北九州,そ の他の数多くの都市調査な ども,奥 井の都市社会調査の特徴をあ とづ け
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再考する うえでは,丹 念に読み解いてい く必要があろ う。

 奥井の生涯にわたる都市社会調査の試み とい う展開で考えてみる と,町 人商人の家に生

まれ下町や本郷界隈で過 ごした幼少年期の自らの直接の現象 ・風物 ・情景の経験と観察が,

奥井の都市社会調査を特徴づけているといえる。 これは,奥 井のヨーロッパ留学時にお け

る主に ドイツを中心 にした中世都市や ヨー ロッパ 諸都市の探訪体験 とも重な って いる。

「明治東京 の性格(都 市生活史 につ いての覚 書)」(1953年), 「明治 ・大正 ・昭和 の私」

(1960年)な どにもそ うした背景や原体験の一面が刻み込まれている。 また, 「荷風 と東京
一一都市社会学の立場か らみ た荷風 の作品一一」(1959年)の なかで, 「……大正9年 に卒

業 しま して都市研究のテーマをもらいます と同時に私が友にすすめられて手にしましたの

が荷風の 「日和下駄」なのであ ります。 これ は都市文学の作品 として驚 くべきものだ とい

うことをそれ とな く感 じとってのであ ります 」 と語っているよ うに,奥 井は早 くか ら文学

作品や芸術作品,ヨ ー ロッパの社会思想な ども関心を強 く寄せていたのである。その意味

では,調 査論 ・調査方法論上か らい うと,量 的/質 的調査方法,統 計的/事 例的方法,個

人的デー タ/構 造的データ重視等々をめぐる,あ る特定時 点での調査の特徴 としてのi)単

一直線型 ・特化型 の調査,ii)そ れ らの相互補 完型 ・媒介型(マ ルチ ・メ ソッド型,ト ライ

ァンギュレー ション型)の 調査の試み としてよ りも,奥 井 はわが国の大都市構 造の形成 と

変動を長期にわたって,生 涯にわたって 自らの直接の生活経験や観察 を土台に しつつ統計

調査,事 例調査,個 人的データや構造的デー タ,人 工的調査 と自然的調査,作 文や文学作

品などの活用を も含 めて,む しろi)や11)に限定されな いiii)循環型の調査 を試み ようとして

いたといえないだろ うか。

(3)都 市研究 と市民生活

 奥井の都市論は,生 涯を通 じて社会思想,歴 史,理 論,実 証研究,文 学,計 画 ・政策 な

どの広範囲に及ぶが,当 初に都市社会学を構想するにあたっては,わ が国の都市研究 ・都

市問題研究をめ ぐって三つの時期,三 つの位相(あ るいは観点)を 位置づ けていた。すなわ

ち,第1期 は 「市政論」の時期,第2期 は 「都市経営論 」の時期,第3期 は 「社会現象,文

化現象 としての都市」 を問題対象 として, 「都市その ものについての全体的把握」 を試み

よ うとす る 「都市の社 会学研究」の時期(都 市社会学の時期)と して位置づけて構想 され,

それは 『現代大都市論』(1940年)に 集大成 された。

 しか し,そ の 『現代大都市論』の章構成, 「緒論 ・都市の本質,第 一章 ・都市理論 ・都

市社会学,第 二章 ・現代の典型的大都市,第 三章 ・大都市の地域的構成,第 四章 ・大都 市

社会 ・その構成 と特質,第 五章 ・都市計画,結 論 ・現代大都市の文化 と問題」に も示 され

ているように,す でに この当時に 「土地(地 域),人 間,社 会」の関連, 「計画,生 活,景

観」の関連 を考える 「都市計画」にかな りの関心を示 していたのである。奥井は後年の論

文 「都市研究へ の回想」(1959年)の なかで,ま た 「都市理論の再検討」(1962年)の なかで
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も, 「年代的前後を伴って四つの観点」があ り, 「第一は文明評論,第 二は市政論,第 三

は市経営論,第 四が都市社会学である」 として,更 に 「……今 日わた くしはこれに新 しく

もう一分野をつけ加 えたい と思 う。すなわ ち,こ こに第五分野 として当場するのは計画論

である」 としていた。戦中に も国土計画 を論 じ,終 戦直後 にも 「都 市計画」 の論文(1948

年)を 書き,そ の後 も各地の都市の総合調査にも参画 して いった動きに照 らしても,こ れ

までの奥井の都市研究の位置づけは多 くは奥井の都市社会学を対象としてお り,奥 井の都

市計画論を再考察する課題は依然残 されているのではなかろ うか。

 奥井は,わ が国の都市研究において都市の 支配機能,中 枢的機能を中心 とした奥井の都

市社会学の構想 し,更 に,そ れを踏まえて都 市計画論の重要性 にも積極的に関心を傾注 し

てい く。 「都市研究へ の回想」や 「再論 『現代大都市論』」(1963年)に は,単 に 「回想」

「再論」 とも異なる関心や視点が渦巻いているよ うに もわた しには思える。漸 く定立され

たわが国の都市研究,都 市社会学が ますます 専門分化細分化 し,総 合性 を見失 ってい く傾

向,同 時に都市研究が,日 常の生活者 として 「テ ンデン しのぎ」に喘ぎつつ も人間性 ・人

間の尊厳 ・共同性 ・生活理想をもっ 「市民生 活」か ら乖離 していく傾向についての奥井 の

反省であ り痛烈な批判ではなかろ うか。晩年の講演 「都市づ くりと市民」や北九州マスター

プ ラン作成な どとの関わ りな どにおいて,市 民生活 とその生活向上を重視 し市民の創意,

自主性,協 力を基点とす る奥井の姿勢 と重な るものであろ う。奥井の 「生活論」 「都市 生

活論」 「国民生活論」 とも連 らなる もので あ り,早 くも 「市民論 」(1929年)を 書いていた

が,都 市研究の早い時点か ら 「市井の人」の生きる 「市民社会」 としての 「都市社会」 を

構想 していたのではないだろ うか。

 今回の著作集の 『別巻…』に収録 された奥 井の 「身内集団と他人集団」(1962年)は,国 民

生活研究所内で開かれ た講演(漫 談講話)の 速記録であ り活字化されたのは今回が始めてで

ある。CH.Cooleyの 「第一次集団」 「第二次集団」,W.G.Sumnerの 「内集団」 「外集団」

などの概念 との類似を思わせ るが,奥 井による 「身内集団」(縁 故集団,特 定個の世界)と

「他人集団」(公 共集 団の普遍個の世界)は やは り彼独 自の社会集 団論の試みであ り,奥 井

は二つの集団にお ける 「秩序」, 「調達」, 「措置」の相異を解明 しよ うとしてお り,身

内集団,他 人集団のよ うな 「眼で現在の大都 市の社会的な構造 とい うよ うなものを,他 人

集団 とい う角度か ら,そ うしてその反対物で ある身内集団 との対照において説明してい く

と,か な りいろいろのことが分かるん じゃな いか」 とい う指摘 も興味深い。 日本社会論 と

して も面白い し,日 本社会論の閉鎖性を うち破る契機をももっているのではなかろ うか。

(4)大学 と地域社会

 わが国の社会学者,都 市社会学者のなかで,奥 井復太郎ほどに学生や学生街,大 学 と地

域社会に関心を寄せた人物は少ないのではな かろ うか。今和次郎による考現学の視点か ら

の学生持物調べ,学 生ハイカ ラ調べ,学 生風 俗記録,大 学 ぐるり調べなども子細な観察記
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録 として興味がつきないが,奥 井による大学 と地域社会への関心 ももっと注 目されてよい

のではなかろ うか。

 「学生の 日常生活 に於ける 「動き」の調査」 「学生生活 の思想的方面の一調査」(1935

年)以 降開始 されてい く奥井 らの学生生活調査は,戦 時下 における全国的な学生生活調査

や思想調査の動きとも呼応するもので もあったが,奥 井は学生街の社会学的考察 として学

生たちとともに 「三田」社会調査,学 生街調査 を持続させていった。 「社会性の地理的条

件一一地域社会学に於 ける狭少の意義」(1936年)を 論 じ,そ のなかで,奥 井は 「学生街は

中心のある街である。学校を中心 として合成的有機的に形成 された街である。 しかるに,

三田の場合にはそれが全然,孤 立 しているの であるか らして,学 生街の成立する可能性 が

無い」 と断 じていた。 しか し,終 戦後 も都市計画論 との関係で 「三田文教地区」計画に強

い関心を示 していたし,美 術や芸術を好みモ リスやラスキンを愛読 し研究をもし,都 市 景

観や都市美 にも強い興味をいだいていた奥井は 「僕の学園理想」(三 田通 りに一大ビル,

上の方は塾の施設)(『 三田新聞』1957年9月11日 付)を 描いていた。わが 国の都市研究や 都

市社会学のなかに,大 学 ・大学院 と地域社会 との関連や在 り方を問 う研究が もっと積極 的

になされ る必要があるのではなかろ うか。

 このよ うに覚書 きではあるが,奥 井復太郎の都市研究をみて くると,集 大成 『現代大都

市論』,ひ とつの到達点 として くくって しま えない,生 涯の都市研究に潜むいくつ もの 可

能性 をもつ 「未完」の都市研究 として再考察 してい くことができるのではなか ろうか。更

には,少 し視点が異な り,し か も一朝一夕には試みることは不可能であ り,わ た しのよ う

な ものには到底できないが,人 物論 奥井復 太郎 とい うテーマ も魅力的である。奥井の茶

目っ気振 りをも感 じさせ る 「《復生自伝》」(1957年)は 学生時代 までで中断 して しまった

が,明 らかに福沢諭吉の 『福翁 自伝』を意識 した ものであ ったろ う。 もし途絶えることな

く,書 き続 けられていた ら,ど んな 『自伝』にな っていたのであろ うか。

 「随想 新旧砂 」は急逝のために奥井の絶筆 とな ったが,学 問の営みに於ける 「新 旧

紗 」を どのように受けとめてい くべきなのであろ うか。

                         (かわい たかお 慶慮義塾大学法学部)
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